
最近の血液行政について   
①献血推進及び需給関係   
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第1回献血推進のあり方に関する検討会 議事次第  

平成20年9月3日（水）  
午後1時～3時  

九段会館 2F 鳳風  

1．開会  

2．献血をとりまく課題について  

3．若年層を対象とした献血に関する意識調査の実施について  

4．閉 会   
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「献血推進のあり方に関する検討会」開催要緬  

1．目的   

近年、わが国の献血者数は減少傾向にあり、特に若年層の献血離れは深刻  

なものとなっていることから、将来の安定的な血液確保に懸念が生じている。   

こうした状況を踏まえ、本検討会は、若年層に対する効果的な啓発方法をは  

じめとした今後の献血推進方策について広く検討し、検討結果をわが国の血液  

事業に反映させることを目的とする。  

2．検討事項  

（1）若年層を対象とした献血に関する意識調査の実施について  

（2）今後の若年層に対する献血推進方策のあり方について  

（3）その他  

3．委員構成  

（1）検討会の委員は、医学、法律等の有識者の他、患者団体、採血事業   

関係者、学校関係者、報道機関関係者及び地方自治体関係者等により構成   

する。  

（2）検討会は、委員のうち1人を座長として選出する。  

4．運営  

（1）検討会は、知的財産・個人情報等に係る事項を除き、原則公開するととも   

に、議事録を作成し、公表する。  

（2）検討会は、必要に応じ、参考人として、献血啓発に関係する機関や民間   

会社等の代表者の参加を求めることができる。  

5．庶務  

検討会の庶務は医薬食品局血液対策課が行う。   



「献血推進のあり方に関する検討会」  

要員名簿  

氏 名   現  職   

6  飯沼雅朗  社団法人日本医師会 常任理事   

2  宇都木伸  東海大学法科大学院実務法学研究科 教授   

3  街藤 隆  東京大学大学院教育学研究科 教授   

4  大平 勝美  社会福祉法人はばたき福祉事業団 理事長   

5  掛川 裕通  日本赤十字社㊥液事業本部 副本部長   

6  川内 敦文  高知県健康福祉部 医療薬務課長   

7  河原 和夫  東京医科歯科大学大学院医歯学総合研究科 薮授   

8  清水 勝  医療法人西城病院 理事   

9  住友眞佐美  東京都福祉保健局 保健政策部長   

10  田辺善仁  株式会社エフエム大阪 専務取締役   

四  中島・一格  東京都赤十字血液センター所長   

12  羽田真由香  全国学生献血推進協議会 委員長   

13  花井十伍  ネットケークく医療と人権〉  理事   

－14  堀田美枝子  埼玉県立浦和西高等学校 養護教諭   

15  山本シュウ  株式会社アミ 
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献血受入施設別の献血者数  
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献血受入施設別の血液確保量  
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冒ほ 冗  

献血に係る普及啓発事業  

献血推進キャンペーン等の実施  

愛の献血助け合い運動（7月）  

はたちの献血キャンペーン  

（1－2月）  

献血推進キャラクター   

「けんけつちゃん」の活用  
けんけつ  

H O P  
S T E P  
JU＝M＝P  「献血構造改革」（H17～）   

～普及啓発の対象を明確にした効果的な   

活動や重点的な献血者募集を行う  

①若年層の献血者数の増加  

②安定的な集団献血の確保  
③複数回献血者の増加  

←高校生向け普及啓発用テキスト   



献血構造改革の目標  

ご平成i7年度からの5年程度の達成目標）  

若年層の献血者数の増加  

10代t20代を献血者全体の40％まで上昇させる  
・ ∴●ニーへ－■■三悪 33．4％  

諷封ほ年度 ：汁5％  

早成曲竃義年度 29也2％  

安定的な集団献血の確保  

集団献血等に協力する企業数を倍増する。   
平成一芸－プ年度 24ァ220社   

謡成「、望年度 30，835社   

平成1三9年度 34．059社  

複数回献血の増加  

複数回献血者を献血者全体の35％まで上昇させる。   
平成てプ年度 27．5％   

平成頂盛年度 28．1％   

平成篭9年度 29．5％   




